


間々田地区は、明治22年（1889）の町村制施行にあたり間々田宿、千駄塚、粟

宮、西黒田、東黒田、南飯田、平和、乙女の一宿七村が合併した間々田村をもとと

します。地区の面積18.21㎢は市の面積の約10.6%、人口28,825人は市の人口

の約17.3%を占めます（令和2年10月1日現在。「令和6年3月 小山市の概要」よ

り）。台地の西縁近くに旧石器時代からの遺跡が集中し、中世には鎌倉街道、近

世にはこれより少し東側に日光街道が通され、間々田宿が置かれ、思川に乙女河

岸が設けられて、間々田地区は交通・交易の拠点として栄えてきました。近代に

入っても、鉄道駅が開業し、人が貨車を押す人車鉄道で乙女河岸と結ばれ、日光

街道を踏襲した国道4号沿道を中心に市街化が進み、さらに人口増加が続いて

市街地も広がりました。この市街地を、地区西部の水田と台地斜面林、東部の田

畑や果樹園、平地林がはさんでいます。
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間々田地区の概況1

小山市の基本地形と間々田地区の位置
西から思川低地、宝木（たからぎ）台地、鬼怒川低地が並び、宝木台地の東を鬼怒川、西を思川が流れています。

間々田地区は小山市の南部に位置し、ほぼ宝木台地上に、西部の一部が思川低地上に立地します。

出展｜国土地理院 地理院地図 http://maps.gis.go.jp/ （廣瀬改変2024年）



その一つが、縄文時代後期から平安時代の集落跡である乙女不動原北浦遺跡で

す。遺跡の北東には西側へ下る小さな谷が刻まれ、湧水があり、人々の飲み水とさ

れたであろうと考えられます。加えて、上に挙げた市史I通史編では、「周囲に多種

多様な食用動植物が存在」し、これらの食料を得るために「人びとは四季をたく

みにとらえていたと思われる」と述べられます。その例として、春のゼンマイ・ワラ

ビなどの新芽や夏の川魚、秋のドングリ、クリ、クルミなどの木の実、ヤマノイモ、

クズ、ユリなどの根菜類、川を遡るサケ、冬の動物や渡り鳥の狩猟が挙げられ、木

の実の貯蔵や干したり燻製にしたりしたサケの保存などについても書かれていま

す。遺跡周辺は、小山市乙女土地区画整理事業によって市街化されましたが、思

川は今も流れ、低地には水田があり、斜面には樹林が残ります。元来、間々田地区

には、人が住み続けるのに適した基本条件が備わっていたようです。開発によって

一部は損なわれたものの、元来、間々田地区には、人が住み続けるのに適した基

本条件が備わっていたと考えられます。
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人が住み続けてきた歴史の長い土地2

小山市内では、思川に沿った宝木台地西縁に各時代の遺跡が集中しています。『小山市史I通史

編 自然 原始・古代 中世』によれば、「各期を通じて遺跡数が多く、長期にわたって連続的に営

まれた遺跡も目につく。縄文人にとって、最も住みよい条件があったのだろう」とのことです。

乙女不動原地形測量図（左。出典: 小山市教育委員会 1996、廣瀬改変 2024）と左図に現在の土地利用状況を重ねた図（右。出典: 国土
地理院｜地理院地図）



明治27年（1894）に日本鉄道奥州線（現JR東北本線）の間々田駅が開設され、同32年（1899）に乙女人車鉄道で乙

女河岸と結ばれると、間々田地区では商工業化が進み、転入によって人口が増え、旧来の市街地に裏町と呼ばれる新

街区がかたちづくられた他、鉄道駅を擁することになった乙女の側にも市街地は拡張されました。以降も人口増加は

続き、市街地は北側の千駄塚、粟宮ともつながります。昭和45年（1970）からは、間々田駅東土地区画整理事業が行

われ、JR東北本線の東側にも市街地が広げられてきました。このような中で残された、宿場と門前に由来する旧市街

の道の規模は人間的で、新しい市街地で目指された人と車が折り合う道づくりの成果と合わせて、自動車ではなく人

を中心とした道づくりに活かせるものと考えられます。
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人を中心に考えた、新旧の道3

間々田地区の市街地は、近世の間々田宿をもととして拡張され、今日に至ります。龍昌寺が開か

れた慶長11年（1606）前後に、同寺から北側に宿場町の整備が始まり、享保年間（1716～1736）

には、街道の両側に家並みが連なる景観が形成されています。寺院は他に、宿の北部に浄光院と

行泉寺が創立され、龍昌寺を合わせた三寺とも境内地を貸す門前町経営を行っていました。

左から、西館通り－乙女上町公園（乙女）、おさんみち公園に沿う歩行者専用道路（東間々田）、 歩車共存道路（美しが丘）

日光道中絵図巻の間々田宿を描いた部分を見る。画面右下に

龍昌寺、左下に浄光寺、左上に行泉寺が描かれる。

出典: 「日光道中絵図巻5 野木宿より小金井宿まで」国立公文書館デ

ジタルアーカイブ

https://www.digital.archives.go.jp/img.L/1603304 CC0

左から、途中から幅員が狭くなる路地（乙女）、龍昌寺参道（間々田）、間々田八幡宮参道（間々田）
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田園地帯での共通性と間々田地区の特性
７つの項目を支持・共感者が多い順（「そう望む」「どちらかと言えば望む」の割合の合計が高い順）に並べると、間々田地区

の結果は以下のようになります

１ 90% （68）（F）公共交通機関の整備や、徒歩や自転車で安全・快適に移動できるまちづくりが進む

２ 87%  （53）（B）地域の農業が大切にされ、地産地消が進み、市域内の食料自給率が上がっている

３ 85%  （45） （E）空き家の改修や利活用が進み、あるものを大切にした住宅整備やまちづくりが進む

４ 82%  （46）  （C）環境保全型の農業によって自然環境も良好に保たれ、コウノトリも増えている

５ 76%  （44） （G）車社会に対応して、駐車場やバイパスの整備など、車での移動が快適になる      

６ 75%  （40） （A）商業・工業が発展し、工業団地も増え経済的な成長や活力が重んじられている   

７ 67%  （32） （D）空き地や平地林などに新しい宅地開発が進み、定住する若い世代や移住者が増

都市部でも田園部でも上位3項目に「公共交通機関の整備」「農業重視」「空き家の利活用」の順で並ぶ傾向が見られます。

細かに確認すると地域差が出ていることもあり、間々田地区の場合の特徴は、住宅を供給する方法として、（D）「空き

地や平地林などに新しい宅地開発」を（E）「空き家の改修や利活用」が 20%近く上回っていることです。

７項目の全文は、以下の通り。（Ａ）商業・工業が発展し、工業団地も増え経済的な成長や活力が重んじられている小山市（Ｂ）地域の農
業が大切にされ、地産地消が進み、市域内の食料自給率が上がっている小山市（Ｃ）環境保全型の農業によって自然環境も良好に保た
れ、コウノトリも増えている小山市（Ｄ）空き地や平地林などに新しい宅地開発が進み、定住する若い世代や移住者が増える小山市  （Ｅ）
空き家の改修や利活用が進み、あるものを大切にした住宅整備やまちづくりが進む小山市（Ｆ）公共交通機関の整備や、徒歩や自転車で
安全・快適に移動できるまちづくりが進む小山市（Ｇ）車社会に対応して、駐車場やバイパスの整備など、車での移動が快適になる小山市

（Ａ）商業・工業が発展、経済的な成長や活力

（Ｂ）農業重視。地産地消・食料自給率が上がる

（Ｃ）環境保全型農業で環境保全、コウノトリも増える

（Ｄ）平地林や空き地に宅地開発が進み移住定住が進む

（Ｅ）空き家の利活用で住宅整備やまちづくり

（Ｆ）公共交通機関、徒歩や自転車で移動環境が整備

（Ｇ）車社会に対応し駐車場やバイパスの整備が進む

そう望む

このグラフでは「無記入」を除外しています。（E）（G）が7％、それ以外は6%でした。
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田園環境と都市環境の調和がとれたまちづくりへ（1）5

次に、アンケート集計結果より、「20年後、30年後の小山市の望ましい都市環境のあり方に

ついて」尋ねた【7】の結果を紹介します。例示した小山市の将来像７項目について、それぞれ

「そう望む・どちらかと言えば望む・どちらかと言えば望まない・望まない・わからない」から選

んでいただきました。間々田地区の皆さんからの、未来の小山市への視点です。
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間々田地区や小山市の望ましい未来の姿
設問【７】の自由記述欄に寄せられたご意見から一部を抜粋して紹介します。 

●せっかく思川桜があるのだから公園などに植栽して市民の憩える公園、ビオ

トープなどを作って、モロコなど自然に観察できるところを作ってはいかがで

しょうか　●間々田地区東側で近年、平地林の宅地、商業地の開発、小山～野

木への新道路環境開発が進行中ですが、利便性が良くなる反面、自然が破壊さ

れつつあり、野鳥、動物の声、姿が少なくなってきた事に懸念を感じます　
●都会と田舎の中間の感じが小山市にはあると思います。自然や農業を大切に

しながら住みやすい地域に。ぜひ若い人の意見を大切に、耳をかたむけてまちづ

くりを　●最近林の木々が伐採され、どんどんと開発され続けています。便利に

なるのはよいのですが、自然の多いこの地域が変化していくのは忍びないです。

田も林もあまり潰さず、自然を大切にしておけないものでしょうか。小山駅周辺

をもっと都会的に開発し、まわりは自然いっぱいに！都市環境と田園環境を行

き来しやすい車の整備。老後、安心して免許を返納できるような公共交通機関

の整備がほしい　●小山市は平地に恵まれ、自然災害に見舞われることがあっ

ても甚大な被害にまでは至らない地域であると思われる。少なくとも観光地で

はないので、今さら他からの集客に期待するのではなく、たとえ特徴がなくと

も、大概のものが市内でまかなうことができるような町づくりをすべきだと思う。

水産物の養殖、畜産などが行われて、それがブランド化すれば喜ばしいと思う

アンケート調査【４】大切なもの【５】困りごと【７】未来の姿へのご意見27,509字から抽出（※ユーザーローカルAIテキストマイニングによる分析（ https://textmining.userlocal.jp/ ）
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田園環境と都市環境の調和が取れたまちづくりへ（２）6

次に設問【７】の自由記述欄（30年後へのご意見）に寄せられたコメント全件で多用された言葉を紹介します。テキスト

マイニングという解析ツールによるキーワードの抽出です。基本的には語られた回数が多いもので大きく表示され、調査

対象に特徴的に使用される固有の単語は重視される統計処理法が用いられています。一つの参考としてご覧ください。




